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　外科診療，なかんずくその中核たる手術自体がチーム医療であることは言うまでもありません．そ
のような意味では，外科医はチーム医療という考え方，そして実践に精通し，違和感も小さいと言え
ないわけではないかもしれません．しかしながら，今日の最新のチーム医療とは従来のそれと異なり，
そのあり方，すなわちチーム医療を構成する専門職の広がり，患者家族の参加も含めた多様性，そし
て緩和医療にみられるような院内を超えた地域への広がりなど，チーム医療自体が paradigm shift して
いることを認識する必要があります．
　また，外科を取り巻く環境に限ってみても，腫瘍認定医をはじめとする様々な分野の専門医の育成
が実践され，さらに他科医師との連携，また様々の専門看護師や臨床工学士，薬剤師，栄養士，検査
技師，理学療法士，ソーシャルワーカー，ボランティアなど，さらには事務部門も含めた幅広いチー
ム編成による新たな医療の展開が多くの分野で精力的になされています．
　本号の特集は「外科医に求められるチーム医療 Practice」と題して，外科医にとって知っておくべき
必要欠くべからざる様々なチーム医療の最新の動向をそれぞれ，その指導的立場の先生方に紹介して
いただき，そのチームにおける外科医の求められる今日的実践（practice）のあり方をお示しいただき
ました．
　チーム医療の今日的概念とあり方，そしてそれに基づいた実践を余すところなくご執筆いただき，
充実した内容となりましたことを執筆者の先生方に深謝しますとともに，本誌は外科の臨床雑誌では
ありますが，本号について言えば，外科医の先生方にはもちろんのこと，チーム医療を構成しておら
れる多職種の方々，そして病院長，看護部長，事務部長などの病院の責任ある方々にもぜひ御一読を
お勧めしたい内容と考えています．
　最後に，医療に限らず「よいチーム」とは「良好な成果を実現し実践すること」にとどまらず，何
か問題がある際に「問題を克服する能力を有するか」が重要と思います．その点から，何か不測への
事態が生じた際には，仮にチーム内の自身以外の分野の所作に原因があったとしても，つねに自身の
問題として他者の所為にすることなく問題点と責任を共有することが肝要と考えます．このことは，
様々のチームにおける中心的存在としてリーダーシップを発揮すべき外科医に課された使命でありま
しょう．それがすなわち外科医の誇りと信ずるものです．
　 （桑野博行）
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